
豆
腐
作
り
講
習
会
と

　
　
　
　
　
　
　
そ
ば
打
ち
実
習

　
３
年
選
択
科
目
『
食
物
研
究
』

で
、
そ
ば
哲
様
の
ご
協
力
に
よ

り
、
10
月
12
日
㈭
に
豆
腐
作
り
講

習
会
、
19
日
㈭
に
そ
ば
打
ち
実
習

を
し
ま
し
た
。
そ
ば
打
ち
実
習
で

は
、
新
蕎
麦
の
良
い
香
り
が
漂
う

中
で
、
生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命

力
を
込
め
て
そ

ば
打
ち
を
し
ま

し
た
。
力
を
入

れ
続
け
肩
が
痛

く
な
っ
た
り
し

ま
し
た
が
、
慣

れ
な
い
包
丁
で

細
く
均
一
に
蕎

麦
を
切
る
難
し

さ
を
体
感
す
る

な
ど
、
充
実
し

た
そ
ば
打
ち
体

験
に
な
り
ま
し

た
。

英
語
で
調
理
実
習

　

２
年
生
の
授
業
で
は
、
地
域
の

食
べ
物
の
紹
介
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
月
に
１
回
～
２
回
本
校
に
来

校
し
て
く
だ
さ
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
ク
ラ

ベ
リ
ア
先
生
の
出
身
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
バ
ナ
ナ
を
使
っ
た
お
菓

子
『
Ｔ
ｕ
ｒ
ｏ
ｎ
』
を
調
理
し

な
が
ら
紹
介
し

て
も
ら
い
ま
し

た
。
英
語
で
の

調
理
法
の
説
明

の
後
、
実
際
に

み
ん
な
で
調
理

し
、
上
手
に
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
英
語

で
の
説
明
で
、
い
ろ
い
ろ
な
英
単

語
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
料
理
で
バ
ナ
ナ
を

こ
の
よ
う
に
調
理
す
る
こ
と
を
初

め
て
知
り
面
白
か
っ
た
」
な
ど
、

英
語
の
授
業
で
あ
り
な
が
ら
も
、

調
理
を
学
び
、
ま
た
異
文
化
を
学

ぶ
と
い
う
貴
重
な
経
験
が
で
き
た

よ
う
で
す
。

苫
東
見
学
会

　
11
月
１
日
㈬
、
１
学
年
で
苫
東

見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
苫
東
は

苫
小
牧
市
、
厚
真
町
、
安
平
町
の

１
市
２
町
に
ま
た
が
る
総
面
積

１
０
、
７
０
０

ha
と
日
本
最
大

規
模
の
産
業
地

域
で
、
苫
小
牧

東
部
開
発
連
絡

協
議
会
主
催
の

も
と
、
い
す
ゞ

エ
ン
ジ
ン
製
造
北
海
道
㈱
、
北
海

道
石
油
共
同
備
蓄
㈱
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
苫
東
で
は
自
然
と
調
和
し

た
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
学
び
、
将
来
の
具
体
的
な
進
路

に
つ
い
て
興
味
関
心
を
広
げ
て
い

ま
し
た
。

【
12
月
の
行
事
予
定
】

５
日
㈫

　
租
税
教
室
、
見
学
旅
行

　
　
　
　
（
２
年
、
～
８
日
㈮
）

８
日
㈮

　
入
学
願
書
等
の
配
付

14
日
㈭

　
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
（
１
、
２
年
）

18
日
㈪

　
Ｓ
Ｃ
来
校
日

19
日
㈫　

　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
２
年
）

22
日
㈮

　
全
校
集
会
、
大
掃
除
、
漢
字
コ

　
ン
ク
ー
ル

29
日
㈮

　
学
校
閉
庁
日

　
（
～
令
和
６
年
１
月
３
日
㈬
）

追 分 高 校 で す

139

追高＝一人ひとりが主役の学校
　追分高校は、少人数だからこそ、強い絆で結
ばれた仲間と出会え、誰もが主役になれる学校
です。
　追分高校の教職員は、生徒一人ひとりをかけ
がえのない存在として認め、３年間かけて、自
律した18歳に育て上げます。

追高＝一人ひとりを伸ばせる学校

▶皆さんのご意見をお寄せください◀
北海道追分高等学校（☎・FAX ㉕ 2555）

〒059−1911　安平町追分本町７丁目８番地
ホームページで「追高の今」をご覧ください。
【http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/】
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